
「
岡
目
一
目
」

　

陣
屋
近
辺
を
散
歩
す
る
と
、

町
内
の
歴
史
な
ど
を
書
い
た
立

て
看
板
が
多
く
、「
下
級
武
士
」

な
ん
て
字
が
あ
り
気
に
な
る
。

　

ま
ず
旧
細
江
屋
裏
通
り
に
は

「
町
人
や
下
級
武
士
の
町
で
中

川
原
町
と
呼
ば
れ
た
」と
あ
り
、

そ
の
先
の
西
町
で
は
「
下
級
武

士
や
町
人
の
密
集
す
る
地
域
」

と
な
る
。

　

さ
ら
に
升
形
橋
近
く
の
國
島

前
市
長
の
家
の
横
に
は
「
こ
の

あ
た
り
は
下
級
武
士
や
町
人
の

屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
」
と
書
い

て
あ
る
。
前
市
長
が
下
級
武
士

と
は
思
わ
な
い
が
、
下
級
と
い

う
言
葉
に
ド
キ
ッ
と
す
る
。

　

そ
れ
は
封
建
時
代
の
歴
史
的

事
実
で
、
こ
の
言
葉
は
他
の
文

献
な
ど
に
も
よ
く
出
て
く
る
。

昔
は
城
の
殿
様
や
陣
屋
の
中
の

代
官
は
上
級
で
、
そ
の
外
に
住

む
武
士
な
ど
は
下
級
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
昔
は
。

　

し
か
し
今
は
違
う
。
士
農
工

商
の
江
戸
時
代
は
終
わ
っ
た
。

今
は
民
主
主
義
で
み
な
平
等
の

世
の
中
。
日
本
で
唯
一
現
存
す

る
高
山
陣
屋
は
、
そ
れ
を
静
か

に
語
り
か
け
て
い
る
。

　

言
葉
は
大
事
で
す
。
日
本
は

古
来
、言こ

と
だ
ま霊
の
幸さ

き
わふ
国
。
言（
こ

と
）
は
事
（
こ
と
）
に
な
っ
て

現
れ
る
。
簡
単
に
下
級
な
ん
て

言
っ
て
は
ダ
メ
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

一般社団法人　
高山市文化協会

会長　河渡正暁

　

日
頃
は
、
当
協
会
の
運
営
に

対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
会
長

を
拝
命
し
ま
し
た
河
渡
正
暁
（
ご

う
ど
ま
さ
あ
き
）
と
申
し
ま
す
。

　

二
十
五
年
前
に
当
協
会
に
入

会
し
て
以
来
、
歴
代
会
長
（
故

小
鳥
幸
男
氏
、
小
林
浩
氏
）
よ

り
薫
陶
を
受
け
、「
文
化
は
日
常

の
生
活
、
暮
ら
し
の
中
で
創
造

さ
れ
た
も
の
で
、
型
・
形
と
し

て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
」
こ

と
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
二
十
九
歳
の
と
き
、「
高

山
市
第
三
次
総
合
計
画
」
に
向

け
て
、「
観
光
高
山
菅
見
―
古

い
も
の
を
遺
す
と
い
う
こ
と
―
」

と
い
う
提
言
論
文
を
提
出
し
ま

し
た
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

…
高
山
と
い
う
と
、
歴
史
的

　

要
素
に
加
え
、
乗
鞍
を
中
心

　

と
す
る
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
、

　

そ
し
て
「
心
の
ふ
る
さ
と
」

　
「
民
芸
の
ふ
る
さ
と
」
と
い
う

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
よ
っ

　

て
、
一
流
の
観
光
地
に
な
り

　

ま
し
た
。

　
　

そ
の
過
程
を
た
ど
っ
て
い

　

く
と
、
第
一
に
箱
庭
的
な
風

　

景
が
多
い
と
い
う
地
理
的
条

　

件
が
日
本
人
の
コ
ア
・
パ
ー

　

ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
合
っ
て
い
る

　

こ
と
、
第
二
に
長
い
間
に
培

　

わ
れ
た
歴
史
的
・
文
化
的
要

　

素
が
閉
鎖
的
に
ま
で
守
り
続

　

け
ら
れ
、
そ
の
保
守
的
な
性

　

格
が
日
本
人
の
心
に
一
致
し

　

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
二
点
は
、
観
光
地
と
し

　

て
の
高
山
を
売
る
た
め
に
だ

　

け
で
は
な
く
、
日
本
人
が
日

　

本
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た

　

め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

　

思
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
に
、
第
三
次

総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
、
文
化

庁
よ
り
『
伝
統
的
文
化
都
市
環

境
保
存
地
区
』
の
指
定
を
受
け

て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

り
、
さ
ら
に
高
山
市
民
文
化
会

館
、
安
房
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
へ

と
続
き
ま
し
た
。

　

高
山
市
は
「
自
然
を
愛
し
、

歴
史
を
培
い
、
ゆ
た
か
な
市
民

生
活
と
活
力
あ
る
産
業
、
ふ
れ

あ
い
の
観
光
が
調
和
を
醸
す
、

伝
統
的
文
化
都
市
」
に
発
展
し

ま
し
た
。「
古
い
も
の
を
遺
す
」

と
い
う
方
向
性
は
正せ

い
こ
く鵠
を
得
て

い
ま
す
。

　
「
知
る
」
と
い
う
文
字
を
使
っ

た
四
字
熟
語
に
『
温
故
知
新
』

が
あ
り
ま
す
。「
故
（
ふ
る
）
き

を
温
（
た
ず
）
ね
新
し
き
を
知

れ
ば
、
以
て
師
と
為
る
べ
し
」

と
い
う
文
章
（『
論
語
』
為
政
）

か
ら
、
こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、「
温
」
を
ど
う

し
て
「
た
ず
ね
る
」
と
読
む
の

で
し
ょ
う
。
注
釈
と
さ
れ
る
『
論

語
集
解
』
に
、「
温
」
は
「
尋
ね

る
な
り
。
故
き
者
を
尋
繹
（
じ

ん
え
き
：
た
ず
ね
き
わ
め
る
）
し
、

ま
た
新
し
き
事
を
知
れ
ば
、
以

て
人
の
師
と
な
る
べ
し
。」
と
あ

り
ま
す
。

　

調
べ
て
み
る
と
「
温
」
の
つ

く
り
は
「
加
熱
さ
れ
た
容
器
内

に
、
湯
気
が
い
き
わ
た
る
様
を

表
し
て
い
る
」、
つ
ま
り
「
冷
め

た
食
品
を
湯
気
で
温
め
な
お
す
」

と
い
う
意
味
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
つ
ま
り「
料
理
だ
け
で
な
く
、

日
々
精
進
を
重
ね
て
い
る
学
問

や
技
芸
の
習
得
も
然
り
、
以
前

学
ん
で
身
に
つ
け
た
基
礎
を
思

い
出
し
、
そ
れ
を
一
定
の
手
順

に
従
っ
て
温
す
れ
ば
、
さ
ら
に

高
度
な
境
地
に
到
達
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
だ
」
と
理
解
し
ま

し
た
。

　

当
協
会
は
、
皆
様
か
ら
の
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
『
温
故
知
新
』

の
精
神
に
則
り
、
市
民
に
喜
ば

れ
心
が
と
き
め
く
品
格
あ
る
文

化
芸
術
事
業
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

温
故
知
新
の
魂

新役員が決まりました。任期は本年度より2年間です。

（一社）高山市文化協会  新役員のご紹介

会　長 河渡　正暁 副会長 泉　　孝一
副会長 平川　　治

副会長 鈴木　栄子

監　事 京極　範子　 松下　義和

理　事
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西　　春彦
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詩
吟
の
魅
力
、
し
く
み
、
音
階

を
学
び
ま
す
。

◇
日
時　

九
月
下
旬
か
ら
金
曜

　

夜
間
四
回

◇
締
切　

九
月
十
二
日
（
火
）

今
井
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
ス
ク

ー
ル　

創
立
二
十
周
年
記
念
発

表
会

◇
日
時　

七
月
二
十
三
日
（
日
）

　

開
演
時
間
未
定

◇
会
場　

文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

想
い
う
た
Ⅱ 

が
ん
ば
れ
砂
田
直

規
コ
ン
サ
ー
ト

<

飛
騨
高
山
千
人
の
第
九
実
行

委
員
会>

◇
日
時　

七
月
八
日
（
土
）
午      

　

後
二
時
～

◇
会
場　

飛
騨
セ
ン
タ
ー
・
飛

　

騨
芸
術
堂

◇
入
場
無
料

※
砂
田
直
規
氏
の
都
合
に
よ
り
開

催
内
容
を
変
更
し
ま
す

飛
騨
高
山 

響
鳴

<

童
心
・
飛
騨
高
山
太
鼓
団>

◇
日
時　

七
月
十
六
日
（
日
） 

　

午
後
一
時
～

◇
会
場　

飛
騨
セ
ン
タ
ー
・
飛

　

騨
芸
術
堂

◇
入
場
無
料

　

道
伝
え
の
日
事
業
「
お
月
見

短
歌
会
」
の
短
歌
を
募
集
し
ま

す
。
選
者
に
短
歌
結
社
「
新
ア

ラ
ラ
ギ
」
代
表
の
雁
部
貞
夫
先

生
を
お
迎
え
し
、
仲
秋
の
名
月

に
因
み
「
月
」
を
テ
ー
マ
と
し

ま
す
。

［
募
集
作
品
］

・
一
般
の
部　

課
題
歌
「
月
」、

自
由
歌 

各
一
首

・
学
生
の
部　

課
題
歌
「
月
」
一

首［応
募
方
法
］

・
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は

文
化
会
館
窓
口
へ
提
出
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
。（
学

生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
を

記
入
）

［
締
め
切
り
］

・
九
月
八
日
（
金
）

［
表
彰
式
・
歌
会
］

◇
日
時　

十
月
一
日
（
日
）　

午

　

後
一
時
三
十
分
～
。
表
彰
式

　

終
了
後
、
引
き
続
き
歌
会
（
午

　

後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館

［
楽
し
い
詩
吟
］

<

暁
友
会
飛
騨
本
部>

　

お
口
の
準
備
運
動
か
ら
始
め
、

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

初
心
者
講
座

の
ご
案
内
（
追
加
）

道
伝
え
の
日

お
月
見

短
歌
会

短歌
募集

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問合せ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）　　　　

金7 21

ワンコイン500円で映画を楽しめます！

ワンコインシネマ

© ２０２２『とんび』製作委員会

プレイガイド 高山市民文化会館

ワンコインシネマ共通チケット好評販売中

全席自由 500円 ワンコイン
シネマ1回券

高山市民文化会館 小ホール
水7 12 ①午後2時～

②午後7時～
（開場各回30分前）

2022年作品139分　日本語音声・日本語字幕

http://takayama-bunka.org/fa/20230712tonbi.html

昭和37年、瀬戸内海に面し
た備後市。運送業者のヤス
は愛妻が妊娠し嬉しい日 を々
過ごす。ヤスは幼い頃に両
親と離別し、家庭を築くこと
はこの上ない幸せだった。や
がて息子のアキラが誕生。そ
んな矢先、妻が事故で他界
してしまい、父子2人の生活
が始まる。

高山市民文化会館 大ホール日9 17 午後3時開演/午後2時15分開場

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　1,000円
〔メセナメイト親子券〕　　3，000円
※席使用時有料

チケット料金（税込） 全席指定 発売日

7月15日（土）

プレイガイド

高山市民文化会館　、飛騨市文化交流センター
チケットぴあ〈Pコード246-999〉
ネット受付（特設ページより） 　
http://takayama-bunka.org/
fa/20230917snowwhite.html

メセナメイト先行発売/午前10時～
一般発売/午後1時～　
ネット受付/午後2時～

オーケストラを、もっと気軽に！もっと楽しく！
名作アニメ「白雪姫」の映像をバックに、オーケストラの
生演奏とアクターたちのパフォーマンスが融合。
見たことも聞いたこともない舞台をお届けします。アニメ

コンチェルト

白雪姫

名作アニメを生の演技、生の演奏で楽しもう！

snow white

高山市民文化会館 大ホール
午後7時開演/午後6時開場

入場無料

春 慶 弦 楽 器 の 出 前コン
サートを右記の日程で開催
します。どなたでもお聞きい
ただけます。

〈漆・JAPAN  コラボ企画〉
7/9日 11：00～ 地場産センター5階ホール
主催：飛騨地域地場産業振興センター
　　 ※併設する広小路駐車場は有料です7/8土18：30～ 大新町4丁目会館

主催：大新町4丁目町内会  ※駐車場なし

7/8土14：00～ 一之宮公民館
主催：一之宮町まちづくり協議会  ※駐車場あり

◇演奏：名古屋芸術大学フィルハーモニー管弦楽団
◇合唱：声楽コース　◇アテレコ：声優アクティングコース
◇ダンス：ミュージカル・ダンスパフォーマンスコース
◇効果音：音楽ケアデザインコース

指揮  マルク・ルロワ＝カラタユー高山公演

piano

&辻井伸行
オーケストラ・アンサンブル金沢

好評につき完売御礼

※当日は駐車場が混雑しますので、乗り合わせでの
　ご来場にご協力ください。


